
【表彰の種類】　　

○ 全国地域づくり推進協議会会長賞

○ 全国二地域居住等促進官民連携プラットフォーム賞

○ 国土計画協会会長賞

○ 日本政策投資銀行賞

○ 地域づくり表彰審査会特別賞

【令和８年度の募集にあたって】

【募集締切】 令和８年５月２８日(木) 15:00　　（注※都道府県窓口から事務局あての締切です）

　（注※　各地方公共団体から各都道府県窓口への締切日 は、これ以前の日付となります。ご注意ください）

【応募方法】 下記のHPの様式や過去の事例を参考に,お住まいの地方公共団体の地域づくり担当にご相談を

https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/chisei/crd_chisei_tk_000020.html

【問合せ先】 国土交通省　国土政策局　地方政策課　渡部、馬場

watanabe-g2gm@mlit.go.jp　および baba-k2sa@mlit.go.jp （推薦書の様式も上記QRコードから）

電話　03-5253-8111（内線）29-422(馬場) または 29-404(渡部）

（共催）国土交通省・全国地域づくり推進協議会・全国二地域居住等促進官民連携プラットフォーム・一般財団法人 国土計画協会　

（後援予定) 株式会社 日本政策投資銀行

（事務局）

    令和８年度 「地域づくり表彰」優良活動募集

創意・工夫と 挑戦にあふれた 地域づくりの取組を ぜひ ご推薦ください

　「地域づくり表彰」とは、創意工夫を活かした優れた自主的活動等を基本とする地域づくりを通して地域の活性化
に顕著な功績のあった優良事例を表彰し広報する表彰事業です。
　その目的は、表彰を通じ、「第三次国土形成計画」が掲げる「新時代に地域力をつなぐ国土」の実現に向け、持続
可能な地域と国土の実現を図るもので、昭和59(1984)年より実施し今回が第43回目。地域づくりに関する表彰制
度としては最も古いもののひとつです。多種多様な「地域づくり」の挑戦を細やかに幅広く対象とするとともに、二地
域居住等の促進や地域生活圏の形成等の、近年注目されている新しい取組も積極的に評価してまいります。

　　　　　　　　　参考 近年の受賞事例等(QRコードでジャンプ)⇒   昨年度R7　  一昨年度R6

・応募者は、法人格を問いません。（任意のグループやプロジェクトでも、複数団体からなる協議会でも、地方公共団体でも、個人でも可）

・各地方公共団体が推薦書を作成し、都道府県を経由し事務局に送付され、最終的に有識者による審査委員会で賞を決定いたします
・「活動の拡がり」「持続可能性」「地域資源の活用ぶり」「創意工夫」「見える成果」「その他」の項目で評価します

　本表彰の特徴は、地域づくり活動の多様性に鑑み、評価の観点が、単に活動の長短や規模の大小ではない
ことです。例え集落・地区・街区単位の小さな活動であっても他地域の参考となるような創意工夫があれば、
また大都市であってもその一部や周縁部での地域課題に真剣に取り組んだ事例、単一自治体に留まらない複
数の市県等をまたがる広域的な連携プロジェクトなども視野に入れた、『活動』に着目した表彰制度です。

　また、本年度は、地域づくりの全般的な取組に加えて、大臣賞の少なくとも１つを、近年特に注目される「二
地域居住等の促進」または「地域生活圏の形成」の取組とすることとしております。
　離島・半島・豪雪地等の各地域ならではの特色ある取組も、また、市街地や郊外部でも地域課題に直面し克
服した取組など、多様な事例のご推薦をお待ちしております。　どうぞふるってご推薦・ご応募ください。

主なスケジュール

○ 国 土 交 通 大 臣 賞 【最優秀賞】

　新たな参画者や工夫によって、活動がよみがえった事例などの反転攻勢の事例や、思わぬきっかけでの課
題解決の経験など、他に伝えたくなるアイディアや経験を紹介してまいりたいと考えております。各地の元気
に繋がる、紹介したくなる事例のご推薦・ご応募を期待しております。

R5 R4



 

地 域 づ く り 表 彰  審 査 会  特 別 賞
市東(しとう)地域１５町会 共創プロジェクト（千葉県 市原市） 新井宿駅(あらいじゅくえき)と地域まちづくり協議会（埼玉県 川口市）

快生館(かいせいかん)（福岡県 古賀市） 「まめ」新聞有志会（新潟県 上越市）

白山瀬波(はくさんせなみ)の会（石川県 白山市） くどやま芸術祭実行委員会（和歌山県 九度山町）

国 土 計 画 協 会  会 長 賞 日 本 政 策 投 資 銀 行 賞

京田辺 農福観 地域づくり協議会（京都府 京田辺市）

 ※ 各事例の
  注目点・評価点や
  審査の総評は、
  下のQRコードか、
 検索窓から
【地域づくり表彰】

塩尻Lab(ラボ)（長野県 塩尻市） せとうち みなとマルシェ実行委員会（愛媛県 今治市）MOT(もっと)レール倶楽部（北海道 網走市）

全 国 地 域 づ く り 推 進 協 議 会  会 長 賞全国二地域居住等促進
官民連携プラットフォーム賞

昨年度(令和７年度)受賞団体の活動風景
国　土　交　通　大　臣　賞

海岸で地域の皆さんと一緒に大漁旗で列車を歓迎

コラボ列車の特製の乗車ボードで記念撮影
特産品から地域課題まで幅広いテーマで

地域資源の磨き上げや活用に取り組むメンバー

フィールドワーク中の対話の様子

海と港を楽しむ交流の場、せとうちみなとマルシェ

せとうちの名勝を間近で体感できる

爽快ミニクルーズも企画

「快く生きる」を体現する地域共創型マルシェ

「鹿の湯酒まつり」

新温泉×ワークの発想から生まれた

「湯治ワーケーション」での足湯
「まめ」新聞有志会3人が新聞記事について話し合う様子

お弁当昼食会で振る舞うお弁当の準備風景

新しい住民が多い市北部の商業施設で

年4回マルシェを開催

観光協会とタイアップ」した「菜の花回廊」

毎年200人近くの親子が集うキャンプフェスティバル カジカ稚魚放流による保護活動 お揃いの真っ赤なユニホームの芸術祭実行委員 会場設営は住民ボランティアも参加

百年続く田んぼを作ろう！

「百ねんたんぼ」
里山や耕作放棄地を再生するため

機器の技術を学ぶ 技能講習会

かつての地元の名物だった赤山渋を

復元し染物や工芸品に
収穫祭と地元の伊奈氏研究発表の場

「イイナフェスタ」


